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篠
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賢
は
じ
め
に
『
日
本
書
紀
』（
神
武
天
皇
即
位
前
紀
）
に
は
、
物
部
氏
の
始
祖
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
、
天
孫
に
先
立
っ
て
ヤ
マ
ト
に
天
降
っ
た
と
い
う
伝
承
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
神
武
天
皇
と
戦
っ
た
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
天
神
の
子
と
認
め
、
君
と
し
て
仕
え
て
い
た
が
、
神
武
天
皇
も
ま
た
天
神
の
子
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
畏
ま
っ
た
。
し
か
し
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
は
、
な
お
反
抗
を
止
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
、
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
を
殺
害
し
て
天
皇
に
帰
順
し
た
。
天
皇
も
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
天
神
の
子
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
臣
下
で
あ
る
物
部
氏
の
祖
が
、
な
に
ゆ
え
こ
の
よ
う
な
人
物
（
神
）
と
し
て
神
武
紀
に
記
さ
れ
る
の
か
、
他
の
氏
族
に
は
み
ら
れ
な
い
伝
承
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
、
お
も
な
見
解
を
掲
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
天
神
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
、
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
の
反
抗
も
天
神
に
対
す
る
真
の
反
抗
で
は
な
か
っ
た
と
し
た
も
の
で
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
物
語
を
模
し
て
作
ら
れ
た
話
。
も
と
も
と
の
旧
辞
（
東
征
伝
承
）
に
あ
っ
た
話
で
は
な
く
、
推
古
朝
以
降
に
加
え
ら
れ
た
も
の
（
１
）。
②
物
部
氏
が
有
し
て
い
た
自
己
の
祖
先
の
業
績
を
誇
る
伝
承
で
あ
り
、
始
祖
を
天
神
の
子
と
し
た
の
は
、
氏
族
間
に
君
臨
し
よ
う
と
し
た
た
め
。
神
武
紀
に
こ
の
伝
承
が
載
せ
ら
れ
る
の
は
、
物
部
氏
の
要
請
に
よ
る
（
２
）。
③
中
国
の
天
の
理
念
が
導
入
さ
れ
て
天
神
の
天
降
の
構
想
が
成
立
1
し
、
か
つ
物
部
氏
の
勢
威
が
強
力
で
あ
り
、
い
ま
だ
諸
豪
族
に
対
す
る
皇
室
の
絶
対
的
優
位
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
欽
明
朝
頃
に
作
ら
れ
た
話
（
３
）。
④
物
部
氏
の
力
が
強
大
で
あ
っ
た
時
期
、
し
か
も
大
伴
氏
よ
り
も
優
勢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
欽
明
朝
頃
に
成
立
し
た
伝
承
（
４
）。
⑤
物
部
氏
の
勢
力
が
強
大
で
あ
っ
た
欽
明
朝
前
後
に
、
大
臣
側
の
天
孫
降
臨
神
話
に
対
抗
し
て
、
大
連
側
の
降
臨
神
話
と
し
て
作
成
さ
れ
た
話
（
５
）。
⑥
神
武
紀
に
は
大
伴
氏
と
物
部
氏
の
対
抗
関
係
が
み
ら
れ
、
大
伴
御
行
・
安
麻
呂
と
石
上
麻
呂
と
が
並
び
立
っ
て
い
た
文
武
・
元
明
朝
に
記
述
さ
れ
た
話
。
し
か
し
原
形
は
、
大
伴
氏
と
物
部
氏
が
と
も
に
最
有
力
者
と
し
て
対
抗
し
て
い
た
六
世
紀
初
頭
に
成
立
（
６
）。
⑦
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
か
ら
構
想
さ
れ
た
神
格
で
、
三
輪
の
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
と
の
関
係
も
深
い
。
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
は
、
石
上
神
宮
の
神
宝
管
掌
伝
承
と
と
も
に
、
物
部
・
中
臣
・
三
輪
氏
の
祭
祀
氏
族
が
、「
崇
仏
論
争
」
で
団
結
し
た
段
階
（
欽
明
・
敏
達
朝
）
に
作
成
さ
れ
た
（
７
）。
⑧
天
孫
降
臨
神
話
の
背
景
に
あ
る
天
皇
の
再
生
儀
礼
に
、
石
上
氏
（
石
上
麻
呂
）
が
関
与
し
た
こ
と
に
よ
り
作
ら
れ
た
話
（
８
）。
⑨
物
部
氏
が
石
上
の
地
に
進
出
し
た
頃
の
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
中
葉
に
、
物
部
氏
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
伝
承
。
大
王
家
の
降
臨
伝
承
よ
り
も
早
く
に
唱
え
ら
れ
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
た
た
め
、
朝
廷
で
も
そ
れ
を
無
視
で
き
ず
、
記
紀
に
収
載
さ
れ
た
（
９
）。
⑩
天
神
の
子
で
も
臣
下
と
し
て
天
皇
に
帰
順
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
、
伴
造
の
統
括
者
で
あ
る
物
部
氏
の
始
祖
が
と
く
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
話
（
１０
）。
⑪
物
部
氏
が
大
王
家
に
先
立
っ
て
東
遷
し
、
ヤ
マ
ト
入
り
し
た
と
い
う
事
実
を
反
映
し
た
伝
承
（
１１
）。
⑫
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
は
本
来
、
大
王
家
の
祖
先
神
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
大
王
家
が
新
た
な
国
譲
り
神
話
・
東
征
伝
承
を
作
成
し
た
た
め
、
大
王
家
の
伝
承
を
伝
え
る
こ
と
を
職
掌
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
物
部
氏
の
始
祖
伝
承
に
書
き
か
え
ら
れ
た
も
の
（
１２
）。
論
点
の
基
本
に
あ
る
の
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
を
、
も
と
も
と
物
部
氏
が
伝
え
て
い
た
伝
承
と
み
る
か
、
王
権
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
王
権
と
石
上
氏
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
作
成
さ
れ
た
と
み
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
性
格
、
さ
ら
に
は
2
物
部
氏
の
性
格
そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
、
そ
の
す
べ
て
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
に
石
上
麻
呂
の
関
与
を
想
定
す
る
説
（
⑥
⑧
な
ど
（
１３
））
を
妥
当
と
考
え
る
が
、
筆
者
は
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
に
は
、
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
る
物
部
氏
関
係
の
伝
承
に
限
ら
ず
、
そ
の
構
想
も
含
め
、
石
上
麻
呂
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
に
、
改
め
て
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
周
知
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
神
武
紀
に
載
せ
ら
れ
る
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
に
関
す
る
記
事
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

神
武
天
皇
即
位
前
紀
甲
寅
年
条
（
前
略
）
抑
又
聞
二
於
塩
土
老
翁
一。
曰
、
東
有
二
美
地
一。
青
山
四
周
。
其
中
亦
有
下
乗
二
天
磐
船
一
而
飛
降
者
上。
余
謂
、
彼
地
、
必
当
レ
足
下
以

二
弘
大
業
一、
光
中
宅
天
下
下。
蓋
六
合
之
中
心
乎
。
厥
飛
降
者
、
謂
二
是
饒
速
日
一
歟
。
何
不
二
就
而
都
一
之
乎
。
（
後
略
）

神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
十
二
月
丙
申
条
（
前
略
）
時
長
髓
彦
、
乃
遣
二
行
人
一、
言
二
於
天
皇
一
曰
、
嘗
有
二
天
神
之
子
一、
乗
二
天
磐
船
一、
自
レ
天
降
止
。
号
曰
二
櫛
玉
饒
速
日
命
一。〈
饒
速
日
、
此
云
二

芸
波
椰
卑
一。〉
是
娶
二
吾
妹
三
炊
屋
媛
一、〈
亦
名
長
髓
媛
、
亦
名
鳥
見
屋
媛
。〉
遂
有
二
児
息
一。
名
曰
二
可
美
真
手
命
一。〈
可
美
真
手
、
此
云
二
于
魔
詩

耐
一。〉
故
吾
以
二
饒
速
日
命
一、
為
レ
君
而
奉
焉
。
夫
天
神
之
子
、
豈
有
二
両
種
一
乎
。
奈
何
更
称
二
天
神
子
一、
以
奪
二
人
地
一
乎
。
吾
心
推
之
、
未
必
為
信
。
天
皇
曰
、
天
神
子
亦
多
耳
。
汝
所
レ
為
レ
君
、
是
実
天
神
之
子
者
、
必
有
二
表
物
一。
可
二
相
示
一
之
。
長
髓
彦
即
取
二
饒
速
日
命
之
天
羽
々
矢
一
隻
及
歩
靫
一、
以
奉
レ
示
二
天
皇
一。
天
皇
覧
之
曰
、
事
不
虚
也
、
還
以
二
所
御
天
羽
々
矢
一
隻
及
歩
靫
一、
賜
二
示
於
長
髓
彦
一。
長
髓
彦
見
二
其
天
表
一、
益
懐
二
一。
然
而
凶
器
已
構
、
其
勢
不
レ
得
二
中
休
一。
而
猶
守
二
迷
図
一、
無
二
復
改
意
一。
饒
速
日
命
、
本
知
二
天
神
慇
懃
、
唯
天
孫
是
与
一。
且
見
下
夫
長
髓
彦
稟
性
愎
、
不
上
レ
可
三
教
以
二
天
人
之
際
一、
乃
殺
之
。
帥
二
其
衆
一
而
帰
順
焉
。
天
皇
素
聞
二
饒
速
日
命
、
是
自
レ
天
降
者
一。
而
今
果
立
二
忠
效
一。
則
褒
而
寵
之
。
此
物
部
氏
之
遠
祖
也
。

神
武
天
皇
三
十
一
年
四
月
朔
条
皇
輿
巡
幸
。
因
登
二
腋
上
間
丘
一、
而
廻
二
望
国
状
一
曰
、
妍
3
哉
乎
国
之
獲
矣
。〈
妍
哉
、
此
云
二
鞅
奈
珥
夜
一。〉
雖
二
内
木
綿
之
真
国
一、
猶
如
二
蜻
蛉
之
臀

一
焉
。
由
レ
是
、
始
有
二
秋
津
洲
之
号
一
也
。
昔
伊
奘
諾
尊
目
二
此
国
一
曰
、
日
本
者
浦
安
国
、
細
戈
千
足
国
、
磯
輪
上
秀
真
国
。〈
秀
真
国
、
此
云
二
袍
図

句

一。〉
復
大
己
貴
大
神
目
之
曰
、
玉
牆
内
国
。
及
下
至
饒
速
日
命
、
乗
二
天
磐
船
一、
而
翔
二
行
太
虚
一
也
、
睨
二
是
郷
一
而
降
上
之
、
故
因
目
之
、
曰
二
虚
空
見
日
本
国
一
矣
。

は
、
神
武
天
皇
が
い
わ
ゆ
る
東
征
に
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
述
べ
た
と
い
う
言
葉
の
、
最
後
の
部
分
で
あ
る
。『
古
事
記
』
に
載
る
こ
れ
に
相
当
す
る
言
葉
は
、「
坐
二
何
地
一
者
、
平
聞
二
看
天
下
之
政
一。
猶
思
二
東
行
一
」
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、『
古
事
記
』
に

に
相
当
す
る
記
事
は
み
え
な
い
。

に
よ
れ
ば
、
神
武
天
皇
は
、
東
征
に
出
発
す
る
前
か
ら
、
ヤ
マ
ト
に
天
降
っ
た
者
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

は
、
ヤ
マ
ト
平
定
の
最
終
段
階
の
話
で
あ
り
、『
古
事
記
』
に
は
、「
故
爾
邇
芸
速
日
命
参
赴
、
白
レ
於
二
天
神
御
子
一、
聞
二
天
神
御
子
天
降
坐
一。
故
、
追
参
降
來
、
即
献
二
天
津
瑞
一
以
仕
奉
也
。
故
、
邇
芸
速
日
命
、
娶
二
登
美
毘
古
之
妹
、
登
美
夜
毘
売
一
生
子
、
宇
摩
志
麻
遅
命
。〈
此
者
物
部
連
、
穂
積
臣
、

臣
祖
也
。〉」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
、
天
孫
の
天
降
り
を
聞
い
た
の
ち
に
、
そ
れ
を
追
っ
て
天
降
り
し
、
天
神
の
子
で
あ
る
こ
と
の
証
の
品
を
献
じ
て
天
皇
に
仕
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
が
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
に
仕
え
て
い
た
こ
と
や
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
を
殺
害
し
た
こ
と
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
日
本
書
紀
』
が
、『
古
事
記
』
に
比
べ
て
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
よ
り
大
き
な
存
在
と
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、『
古
事
記
』
に
も
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
ト
ミ
ビ
コ
（
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
）
の
妹
の
ト
ミ
ヤ
ビ
メ
（『
日
本
書
紀
』
に
は
ミ
カ
シ
キ
ヤ
ヒ
メ
、
亦
名
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
メ
、
亦
名
ト
ミ
ヤ
ビ
メ
と
あ
る
）
の
あ
い
だ
に
ウ
マ
シ
マ
ヂ
（
ウ
マ
シ
マ
デ
）
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
そ
の
ウ
マ
シ
マ
ヂ
に
注
し
て
、
物
部
連
・
穂
積
臣
・

女
臣
の
祖
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
話
が
物
部
氏
独
自
の
始
祖
伝
承
と
い
う
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
。『
日
本
書
紀
』
が
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
「
此
物
部
氏
之
遠
祖
也
」
と
本
文
に
記
す
の
と
は
、
明
ら
か
に
物
部
氏
の
扱
い
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
	
は
、
前
半
は
、
天
皇
に
よ
る
国
見
の
話
で
あ
り
、
日
本
を
「
秋
津
洲
」（
ア
キ
ヅ
シ
マ
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
起
源
譚
に
も
な
っ
て
い
る
。
後
半
は
、
か
つ
て
イ
ザ
ナ
キ
が
日
本
を
「
浦
安
国
」（
ウ
4
ラ
ヤ
ス
ノ
ク
ニ
）、「
細
戈
千
足
国
」（
ク
ハ
シ
ホ
コ
ノ
チ
ダ
ル
ク
ニ
）、
「
磯
輪
上
秀
真
国
」（
シ
ワ
カ
ミ
ノ
ホ
ツ
マ
ク
ニ
）
と
名
づ
け
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
「
玉
牆
内
国
」（
タ
マ
ガ
キ
ノ
ウ
チ
ツ
ク
ニ
）
と
名
づ
け
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
「
虚
空
見
日
本
国
」（
ソ
ラ
ミ
ツ
ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ
）
と
名
づ
け
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
、
天
皇
・
イ
ザ
ナ
キ
・
オ
ホ
ナ
ム
チ
と
列
挙
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
地
位
を
顕
彰
し
た
記
事
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の

に
相
当
す
る
話
は
、
『
古
事
記
』
に
は
み
え
な
い
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
に
関
す
る
記
紀
の
話
の
前
後
関
係
で
あ
る
が
、「
は
じ
め
に
」
に
掲
げ
た
①
の
見
解
を
示
さ
れ
た
津
田
左
右
吉
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
話
が
先
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
古
事
記
』
に
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
「
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
が
少
し
も
示
さ
れ
て
ゐ
ず
、
天
か
ら
降
り
て
来
た
も
の
と
も
天
つ
神
の
子
で
あ
る
と
も
書
い
て
な
い
」
し
、「
こ
の
命
の
名
が
突
然
現
は
れ
て
ゐ
て
、
話
と
し
て
の
形
の
具
は
つ
て
ゐ
な
い
そ
の
書
き
か
た
」
か
ら
し
て
も
、「
書
紀
に
よ
つ
て
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
な
話
か
ら
、
こ
の
命
の
名
と
、
そ
れ
と
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
と
の
関
係
と
だ
け
が
、
古
事
記
の
も
と
に
な
つ
た
旧
辞
に
と
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
と
、
考
へ
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
１４
）。「
書
紀
に
よ
つ
て
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
な
話
」
と
い
う
の
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
話
で
あ
る
の
か
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

や

を
含
む
話
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
疑
問
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
の
よ
う
な
話
を
想
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
話
が
、『
古
事
記
』
の
話
よ
り
本
来
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
津
田
氏
は
、『
古
事
記
』
に
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
「
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
が
少
し
も
示
さ
れ
て
」
い
な
い
と
さ
れ
る
が
、
系
譜
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
は
、『
日
本
書
紀
』
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、「
天
か
ら
降
り
て
来
た
も
の
と
も
天
つ
神
の
子
で
あ
る
と
も
書
い
て
な
い
」
と
も
さ
れ
る
が
、
天
神
の
子
が
天
降
っ
た
と
聞
い
て
「
降
来
」
し
、「
天
津
瑞
」
を
献
じ
て
仕
え
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。『
古
事
記
』
に
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
名
が
突
然
現
れ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
話
の
方
が
先
に
作
ら
れ
た
話
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
記
紀
に
共
通
す
る
の
は
、
天
神
の
子
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
ト
ミ
ビ
コ
（
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
）
の
妹
の
ト
ミ
ヤ
ビ
メ
と
の
あ
い
だ
に
ウ
マ
シ
マ
ヂ
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
と
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
神
武
天
皇
に
帰
順
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
両
者
に
共
通
し
た
話
を
、
本
来
の
伝
え
と
み
る
の
が
、
ま
ず
は
普
通
の
判
断
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
簡
5
単
な
話
と
な
っ
て
い
る
『
古
事
記
』
の
方
が
本
来
の
話
に
近
く
、
『
日
本
書
紀
』
は
、
そ
れ
に
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
顕
彰
す
る
方
向
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
付
け
加
え
ら
れ
た
、
と
み
る
方
が
む
し
ろ
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
よ
り
重
要
な
、
大
き
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、『
日
本
書
紀
』
の
話
の
方
が
本
来
的
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
少
な
く
な
い
。
②
の
見
解
を
示
さ
れ
た
松
田
章
一
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
の
伝
承
は
天
皇
家
側
に
は
都
合
の
悪
い
伝
承
で
あ
っ
た
た
め
、『
古
事
記
』
は
そ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
③
の
見
解
を
示
さ
れ
た
吉
井
巌
氏
も
、『
古
事
記
』
に
と
っ
て
は
「
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
の
、
天
神
御
子
や
大
和
へ
の
天
降
り
の
伝
承
を
そ
の
ま
ま
受
入
れ
る
こ
と
は
、
皇
祖
直
系
の
叙
述
に
大
き
な
混
乱
を
与
へ
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
１５
）。
ま
た
、
④
の
見
解
を
示
さ
れ
た
直
木
孝
次
郎
氏
も
、
「
物
部
連
の
祖
先
が
天
神
の
子
で
、
神
武
天
皇
よ
り
さ
き
に
大
和
に
天
降
っ
た
と
い
う
伝
承
は
、
物
部
連
の
祖
先
系
譜
が
神
武
に
比
べ
て
さ
し
て
劣
ら
な
い
こ
と
の
主
張
で
あ
っ
て
」、『
日
本
書
紀
』
は
そ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
は
「
天
皇
の
超
越
的
地
位
を
強
調
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
簡
略
化
し
あ
る
い
は
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
１６
）。『
日
本
書
紀
』
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
を
、「
物
部
連
の
祖
先
系
譜
が
神
武
に
比
べ
て
さ
し
て
劣
ら
な
い
こ
と
の
主
張
」
と
い
う
よ
う
に
み
る
見
方
は
、
⑤
⑥
に
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
⑥
の
見
解
を
示
さ
れ
た
横
田
健
一
氏
は
、
「
そ
こ
に
は
、
帰
順
と
は
い
え
、
対
等
で
あ
っ
た
と
す
る
語
り
口
の
伝
承
を
物
部
氏
が
も
っ
て
い
た
こ
と
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
し
、
「
元
来
の
物
部
氏
伝
承
の
祖
形
は
、
も
っ
と
傲
然
た
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
１７
）。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
や
物
部
氏
の
立
場
が
よ
り
顕
彰
さ
れ
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
伝
承
の
方
が
本
来
的
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
事
実
そ
う
し
た
見
方
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
内
容
が
『
日
本
書
紀
』
よ
り
も
の
ち
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
（
１８
）。
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、『
日
本
書
紀
』
の
話
の
方
を
古
い
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
記
紀
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
話
に
お
い
て
、『
古
事
記
』
の
方
が
「
天
皇
の
超
越
的
地
位
を
強
調
」
し
て
い
る
、
と
も
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
先
に
天
降
っ
た
天
神
の
子
が
天
皇
に
帰
順
す
る
と
い
う
構
想
は
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
伝
承
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、「
天
皇
6
の
超
越
的
地
位
」
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
⑦
以
下
の
見
解
は
、
と
く
に
記
紀
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
伝
承
の
前
後
関
係
や
、
そ
の
本
来
の
内
容
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
⑦
⑨
⑪
⑫
の
見
解
は
、
後
述
の
私
見
と
抵
触
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
こ
で
簡
単
に
取
り
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
⑦
は
、
志
田
諄
一
氏
の
見
解
で
あ
る
が
、
志
田
氏
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
や
石
上
神
宮
の
神
宝
管
掌
伝
承
は
、「
崇
仏
論
争
」
で
物
部
・
中
臣
・
三
輪
の
三
氏
が
団
結
し
た
段
階
で
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
崇
仏
論
争
」
に
つ
い
て
は
、
事
実
の
伝
え
で
は
な
く
、
『
日
本
書
紀
』
編
者
の
構
想
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
１９
）。『
日
本
書
紀
』
の
石
上
神
宮
神
宝
伝
承
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
が
、
志
田
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
物
部
氏
の
伝
承
の
背
後
に
三
氏
の
密
接
な
関
係
が
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
後
述
の
と
お
り
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
段
階
の
こ
と
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑨
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
中
葉
に
成
立
し
た
物
部
氏
の
降
臨
伝
承
が
、
六
世
紀
末
に
物
部
守
屋
が
討
た
れ
た
後
も
な
お
、
朝
廷
が
無
視
し
得
な
い
伝
承
と
し
て
存
続
し
た
と
い
う
点
に
疑
問
が
持
た
れ
る
。
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
伝
承
が
記
紀
に
収
載
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
記
紀
編
纂
段
階
の
事
情
に
基
づ
く
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
⑪
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
降
臨
伝
承
の
背
後
に
「
東
遷
」
の
事
実
を
想
定
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
⑫
の
見
解
は
、
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、
大
王
の
祖
先
神
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
が
、
そ
の
祖
先
神
話
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
氏
族
の
祖
先
神
話
に
書
き
か
え
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
得
る
の
か
、
こ
の
点
に
疑
問
が
持
た
れ
る
。
ま
た
、
物
部
氏
の
職
掌
の
ひ
と
つ
に
、
大
王
家
の
伝
承
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
点
も
、
証
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
な
お
こ
の
見
解
を
と
っ
た
場
合
も
、
記
紀
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
伝
承
の
成
立
時
期
（
⑫
の
見
解
に
沿
っ
て
い
え
ば
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
物
部
氏
の
祖
に
書
き
か
え
ら
れ
た
時
期
）
は
、
記
紀
の
編
纂
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
て
、
記
紀
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
伝
承
の
本
来
の
形
を
、
両
者
に
共
通
す
る
内
容
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
天
神
の
子
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
、
ト
ミ
ヤ
ビ
メ
（
ミ
カ
シ
キ
ヤ
ヒ
メ
）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
ウ
マ
シ
マ
ヂ
を
、
物
部
連
・
穂
積
臣
・

女
臣
ら
の
祖
と
す
る
系
譜
伝
承
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
王
へ
の
奉
事
の
根
源
と
し
て
系
譜
を
称
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
の
段
階
（
五
世
紀
後
半
）
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
溝
口
睦
子
氏
に
よ
れ
ば
、
稲
荷
山
鉄
剣
銘
の
系
譜
は
、
上
7
祖
オ
ホ
ヒ
コ
か
ら
五
代
タ
サ
キ
ワ
ケ
ま
で
の
伝
説
的
部
分
と
、
六
代
ハ
テ
ヒ
か
ら
八
代
ヲ
ワ
ケ
ま
で
の
現
実
的
部
分
か
ら
な
り
、
伝
説
的
部
分
は
複
数
の
ウ
ヂ
が
先
祖
を
共
有
す
る
「
同
祖
構
造
」
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
ヲ
ワ
ケ
が
勝
手
に
作
成
で
き
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
王
権
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
ウ
ヂ
の
政
治
的
位
置
づ
け
や
所
属
を
示
す
制
度
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
２０
）。
筆
者
は
、
こ
の
溝
口
氏
の
説
を
妥
当
と
考
え
る
の
で
あ
り
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ー
ウ
マ
シ
マ
ヂ
と
い
う
系
譜
の
成
立
が
ど
こ
ま
で
遡
る
か
は
不
明
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
同
祖
構
造
」
を
持
つ
こ
の
系
譜
は
、
王
権
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
系
譜
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ウ
マ
シ
マ
ヂ
の
母
と
さ
れ
る
ト
ミ
ヤ
ビ
メ
の
兄
の
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
（
ト
ミ
ヤ
ビ
コ
）
を
、
神
武
の
ヤ
マ
ト
平
定
に
際
し
て
の
最
大
の
抵
抗
勢
力
と
し
て
描
く
点
も
記
紀
に
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
話
が
作
ら
れ
た
な
ら
ば
、
父
で
あ
る
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
神
武
に
帰
順
し
た
人
物
（
神
）
と
し
て
描
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
よ
う
す
る
に
、
ま
ず
は
右
の
よ
う
な
話
が
王
権
の
も
と
で
作
成
さ
れ
、
『
古
事
記
』
は
、
そ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
の
に
対
し
、『
日
本
書
紀
』
は
、
物
部
氏
の
立
場
か
ら
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
顕
彰
す
る
方
向
で
改
変
し
、


の
話
も
付
け
加
え
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
の
伝
承
が
成
立
し
た
の
は
、
そ
の
編
纂
段
階
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、『
日
本
書
紀
』
の
伝
承
に
、
物
部
連
の
後
裔
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
段
階
に
お
い
て
朝
廷
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
石
上
麻
呂
の
関
与
を
想
定
す
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
時
の
王
権
も
、
そ
の
伝
承
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
二
石
上
麻
呂
と
『
日
本
書
紀
』
そ
こ
で
、
石
上
麻
呂
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
関
係
記
事
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
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武
天
皇
五
年
十
月
甲
辰
条
以
二
大
乙
上
物
部
連
麻
呂
一
為
二
大
使
一、
大
乙
中
山
背
直
百
足
為
二
小
使
一、
遣
二
於
新
羅
一。

天
武
天
皇
六
年
二
月
朔
条
物
部
連
麻
呂
、
至
レ
自
二
新
羅
一。
8

天
武
天
皇
十
年
十
二
月
癸
巳
条
田
中
臣
鍛
師
・
柿
本
臣

・
田
部
連
国
忍
・
高
向
臣
麻
呂
・
粟
田
臣
真
人
・
物
部
連
麻
呂
・
中
臣
連
大
嶋
・
曾

連
韓
犬
・
書
直
智
徳
、
壱
拾
人
、
授
二
小
錦
下
位
一。（
後
略
）

天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
九
月
乙
丑
条
諸
僧
尼
亦
哭
二
於
殯
庭
一。
是
日
、
直
大
参
布
勢
朝
臣
御
主
人
、
誄
二
大
政
官
事
一。
次
直
広
参
石
上
朝
臣
麻
呂
、
誄
二
法
官
事
一。
次
直
大
肆
大
三
輪
朝
臣
高
市
麻
呂
、
誄
二
理
官
事
一。
次
直
広
参
大
伴
宿

安
麻
呂
、
誄
二
大
蔵
事
一。
次
直
大
肆
藤
原
朝
臣
大
嶋
、
誄
二
兵
政
官
事
一。

持
統
天
皇
三
年
九
月
己
丑
条
遣
二
直
広
参
石
上
朝
臣
麻
呂
・
直
広
肆
石
川
朝
臣
蟲
名
等
於
筑
紫
一、
給
二
送
位
記
一。
且
監
二
新
城
一。

持
統
天
皇
四
年
正
月
朔
条
物
部
麻
呂
朝
臣
樹
二
大
盾
一。
神

伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
読
二
天
神
寿
詞
一。
畢
忌
部
宿

色
夫
知
奉
二
上
神
璽
劒
鏡
於
皇
后
一。
皇
后
即
天
皇
位
。
公
	
百
寮
、
羅
列
匝
拝
、
而
拍
レ
手
焉
。


持
統
天
皇
十
年
十
月
庚
寅
条
仮
賜
二
正
広
参
位
右
大
臣
丹
比
真
人
、
資
人
百
廿
人
一。
正
広
肆
大
納
言
阿
倍
朝
臣
御
主
人
・
大
伴
宿

御
行
、
並
八
十
人
。
直
広
壱
石
上
朝
臣
麻
呂
・
直
広
弐
藤
原
朝
臣
不
比
等
、
並
五
十
人
。

は
、
石
上
麻
呂
の
初
見
記
事
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、「
物
部
連
麻
呂
」
と
あ
る
。
こ
の
物
部
麻
呂
に
つ
い
て
は
、
大
友
皇
子
に
殉
死
し
た
と
も
解
釈
で
き
る
と
し
て
、

以
下
と
は
別
人
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２１
）。
し
か
し
、
同
一
人
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
筆
者
も
通
説
に
従
っ
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
（
２２
）。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
同
一
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
石
上
麻
呂
が
薨
去
し
た
の
は
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
三
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、『
続
日
本
紀
』
に
載
る
薨
伝
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
左
大
臣
正
二
位
石
上
朝
臣
麻
呂
薨
。
帝
深
悼
惜
焉
、
為
レ
之
罷
レ
朝
。
詔
、
遣
二
式
部
	
正
三
位
長
屋
王
・
左
大
弁
従
四
位
上
多
治
比
真
人
三
宅
麻
呂
一、
就
レ
第
吊
賻
之
、
贈
二
従
一
位
一。
右
少
弁
従
五
位
上
上
毛
野
朝
臣
広
人
、
為
二
太
政
官
之
誄
一。
式
部
少
輔
正
五
位
下
穂
積
朝
臣
老
、
為
二
五
位
以
上
之
誄
一。
兵
部
大
丞
正
六
位
上
当
麻
真
人
東
人
、
為
二
六
位
已
下
之
誄
一。
百
姓
追
慕
、
無
レ
不
二
痛
惜
一
焉
。
大
臣
、
泊
瀬
朝
倉
朝
庭
大
連
物
部
目
之
後
、
難
波
朝
衛
部
大
華
上
宇
麻
乃
之
子
也
。
こ
こ
に
は
薨
去
の
年
齢
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
公
	
補
任
』
に
は
「
年
七
十
八
」
と
あ
る
。
こ
の
年
齢
に
従
え
ば
、

の
天
武
元
9
年
（
六
七
二
）
に
は
、
三
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

か
ら
は
、
麻
呂
が
壬
申
の
乱
で
近
江
朝
廷
側
に
つ
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
大
友
皇
子
の
自
殺
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
「
時
左
右
大
臣
、
及
群
臣
、
皆
散
亡
。
唯
物
部
麻
呂
、
且
一
二
舎
人
従
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
事
実
と
異
な
る
作
文
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
麻
呂
を
称
え
た
文
章
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
麻
呂
自
身
の
関
与
を
想
定
す
る
の
は
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。

の
天
武
五
年
の
記
事
は
、
新
羅
に
大
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
り
、
翌
年
の

の
記
事
は
、
新
羅
か
ら
の
帰
国
記
事
で
あ
る
。

に
記
さ
れ
る
時
の
冠
位
は
大
乙
上
で
あ
り
、
ほ
ぼ
大
宝
令
制
下
の
正
八
位
上
に
相
当
す
る
。

は
、

の
五
年
後
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
高
向
麻
呂
・
粟
田
真
人
・
中
臣
大
嶋
ら
と
と
も
に
小
錦
下
（
ほ
ぼ
従
五
位
下
に
相
当
）
を
授
か
っ
て
い
る
。
五
年
前
の
冠
位
か
ら
七
階
級
進
ん
だ
こ
と
に
な
り
、
異
例
の
昇
進
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
名
を
連
ね
る
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
、
こ
れ
以
降
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
の
授
位
に
は
、
天
武
を
支
え
る
新
し
い
官
人
た
ち
の
抜
擢
と
い
う
意
味
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
授
位
が
麻
呂
の
政
界
進
出
の
画
期
に
な
っ
た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
物
部
氏
の
中
心
は
、
榎
井
（
朴
井
）
連
の
一
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
麻
呂
に
先
だ
っ
て
、
前
年
の
天
武
九
年
七
月
に
、
朴
井
連
子
麻
呂
が
小
錦
下
位
を
授
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
子
麻
呂
に
つ
い
て
は
他
に
所
見
が
な
い
が
、
朴
井
連
の
一
族
の
人
物
と
し
て
は
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
の
古
人
大
兄
皇
子
事
件
で
皇
子
に
従
っ
た
物
部
朴
井
連
椎
子
、
大
化
の
東
国
「
国
司
」
の
次
官
の
一
人
で
あ
っ
た
朴
井
連
（
名
を
欠
く
）、
斉
明
四
年
（
六
五
八
）
の
有
間
皇
子
事
件
に
お
い
て
蘇
我
赤
兄
に
遣
わ
さ
れ
て
皇
子
の
家
を
囲
ん
だ
物
部
朴
井
連
鮪
（
椎
子
と
同
一
人
の
可
能
性
も
あ
る
）、
壬
申
の
乱
の
功
臣
で
あ
る
朴
井
連
雄
君
ら
が
あ
げ
ら
れ
る
（
２３
）。
そ
し
て
雄
君
に
つ
い
て
は
、
天
武
紀
五
年
六
月
条
に
、「
物
部
雄
君
連
忽
発
レ
病
而
卒
。
天
皇
聞
之
大
驚
。
其
壬
申
年
、
従
車
駕
入
二
東
国
一、
以
レ
有
二
大
功
一、
降
レ
恩
贈
二
内
大
紫
位
一。
因
賜
二
氏
上
一
」
と
み
え
る
。
贈
位
で
は
あ
る
が
内
大
紫
位
は
正
三
位
に
相
当
す
る
高
位
で
あ
り
、「
氏
上
」
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
「
氏
上
」
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
日
本
書
紀
』
の
頭
注
に
は
、「
物
部
氏
の
氏
上
。
死
亡
時
の
追
賜
で
名
誉
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
榎
井
氏
は
物
部
氏
一
族
を
代
表
す
る
地
位
を
天
皇
か
ら
保
証
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
」
と
あ
る
（
２４
）。
こ
れ
以
前
に
は
、
壬
申
の
乱
で
一
族
が
分
10
裂
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
物
部
氏
の
氏
上
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
朴
井
連
雄
君
が
氏
上
を
追
賜
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
天
武
九
年
当
時
、
物
部
氏
一
族
の
中
心
人
物
と
目
さ
れ
て
い
た
の
は
朴
井
連
子
麻
呂
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

は
、

か
ら
さ
ら
に
五
年
後
の
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
の
記
事
で
あ
る
。
麻
呂
は
、
天
武
の
殯
庭
に
お
い
て
法
官
（
大
宝
令
制
下
の
式
部
省
に
相
当
）
の
事
を
誄
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
布
勢
（
阿
倍
）
御
主
人
が
大
政
官
の
事
を
誄
し
た
の
に
続
い
て
、
六
官
の
一
つ
を
代
表
し
て
誄
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
政
界
の
中
心
人
物
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
物
部
氏
の
一
族
で
、
ほ
か
に
こ
の
時
に
誄
し
た
人
物
は
お
ら
ず
、
物
部
氏
を
代
表
す
る
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
時
の
冠
位
は
直
広
参
（
正
五
位
下
相
当
）
で
あ
る
が
、
こ
の
冠
位
も
、
当
時
と
し
て
は
布
勢
御
主
人
ら
の
直
大
参
（
正
五
位
上
相
当
）
に
次
ぎ
、
大
伴
安
麻
呂
と
並
ぶ
位
で
あ
る
。
壬
申
の
乱
で
敵
側
に
つ
い
た
麻
呂
が
、
乱
の
功
臣
で
あ
る
雄
君
の
系
統
を
抑
え
て
物
部
氏
一
族
の
長
と
な
り
、
政
界
の
中
枢
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
天
武
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
麻
呂
自
身
の
政
治
的
力
量
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の

以
後
は
、

を
除
き
、「
石
上
朝
臣
麻
呂
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
天
武
十
三
年
十
月
に
八
色
の
カ
バ
ネ
が
制
定
さ
れ
、
翌
十
一
月
に
物
部
連
を
含
む
五
二
氏
に
朝
臣
の
カ
バ
ネ
が
賜
与
さ
れ
た
の
を
受
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ
ヂ
名
が
物
部
か
ら
石
上
に
改
め
ら
れ
た
の
も
、
朝
臣
の
カ
バ
ネ
が
賜
与
さ
れ
た
時
と
同
じ
か
、
そ
の
後
ま
も
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
石
上
の
ウ
ヂ
名
が
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
石
上
神
宮
の
祭
祀
に
麻
呂
が
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
朝
臣
の
カ
バ
ネ
を
賜
与
さ
れ
た
五
二
氏
の
う
ち
、
旧
カ
バ
ネ
が
臣
で
あ
っ
た
氏
族
は
三
九
氏
、
君
は
一
一
氏
、
連
は
二
氏
で
あ
る
。
旧
カ
バ
ネ
が
連
で
あ
っ
た
氏
族
の
ほ
と
ん
ど
は
宿

の
カ
バ
ネ
を
賜
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
連
か
ら
朝
臣
は
異
例
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
異
例
の
二
氏
が
、
物
部
氏
と
中
臣
氏
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
野
田
嶺
志
氏
は
、
物
部
・
中
臣
両
氏
の
祭
祀
的
性
格
や
、
大
三
輪
君
・
鴨
君
・
胸
方
君
の
三
氏
が
同
じ
く
朝
臣
を
賜
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
氏
族
と
天
武
個
人
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
物
部
・
中
臣
氏
ら
は
、「
天
皇
デ
ィ
ス
ポ
テ
ィ
ズ
ム
思
想
の
体
制
化
と
い
う
画
期
的
任
務
を
担
っ
た
か
ら
」
で
あ
り
、「
新
し
い
祭
祀
形
態
の
確
立
と
い
う
画
期
的
事
業
に
参
加
し
え
た
為
で
あ
っ
た
か
ら
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
２５
）。
天
武
の
課
題
が
天
皇
デ
ィ
ス
ポ
テ
ィ
ズ
ム
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
措
く
と
し
11
て
、
物
部
・
中
臣
両
氏
が
「
新
し
い
祭
祀
形
態
の
確
立
」
に
特
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
が
た
め
に
特
別
扱
い
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
思
う
。『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
物
部
氏
の
伝
承
の
成
立
事
情
と
し
て
、
志
田
諄
一
氏
の
説
か
れ
る
物
部
・
中
臣
・
三
輪
（
大
三
輪
）
三
氏
の
団
結
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
こ
の
段
階
以
降
の
こ
と
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

は
、

か
ら
三
年
後
の
持
統
三
年
（
六
八
九
）
の
記
事
で
あ
り
、
石
川
蟲
名
ら
と
と
も
に
位
記
を
筑
紫
に
送
給
す
る
役
目
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
年
六
月
の
浄
御
原
令
の
施
行
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
天
皇
の
代
行
と
い
っ
た
意
味
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
「
新
城
」
を
監
す
る
こ
と
も
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
新
城
」
は
、
水
城
・
大
野
城
な
ど
を
指
す
と
解
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
天
武
紀
五
年
是
歳
条
や
同
十
一
年
三
月
朔
条
な
ど
に
み
え
る
、
新
都
造
営
の
候
補
地
と
し
て
の
「
新
城
」
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２６
）。
こ
の
時
の
冠
位
は
直
広
参
で

の
時
と
変
わ
ら
な
い
が
、

か
ら
は
、
政
界
の
中
枢
と
し
て
の
役
割
を
順
調
に
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

は
、
そ
の
翌
年
の
記
事
で
あ
り
、
正
月
元
日
に
行
わ
れ
た
持
統
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
お
い
て
、
大
楯
を
た
て
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
物
部
麻
呂
朝
臣
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
伝
統
的
行
事
に
奉
仕
す
る
と
い
う
こ
と
で
負
名
氏
と
し
て
の
物
部
を
名
乗
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
２７
）。
や
が
て
、
大
嘗
祭
に
石
上
・
榎
井
両
氏
の
人
物
が
楯
を
た
て
る
と
い
う
こ
と
が
恒
例
化
し
て
い
く
が
、
そ
の
例
は
、
麻
呂
の
時
に
開
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
麻
呂
が
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
の
成
立
と
関
係
す
る
こ
と
は
、
⑧
の
見
解
を
示
さ
れ
た
長
家
理
行
氏
の
説
か
れ
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
最
後
の

は
、

か
ら
六
年
後
の
持
統
十
年
の
記
事
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』
巻
一
に
載
る
「
石
上
大
臣
従
駕
作
歌
」
の
左
注
に
よ
れ
ば
、
そ
の
間
の
持
統
六
年
に
、
持
統
の
伊
勢
行
幸
に
従
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

は
、
資
人
五
〇
人
を
仮
賜
さ
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
り
、
時
の
冠
位
は
直
広
壱
（
正
四
位
下
相
当
）
で
あ
る
。
麻
呂
よ
り
上
位
に
は
、
資
人
一
二
〇
人
を
仮
賜
さ
れ
た
正
広
参
の
丹
比
嶋
と
、
八
〇
人
を
仮
賜
さ
れ
た
正
広
肆
の
阿
倍
御
主
人
・
大
伴
御
行
の
三
人
が
い
る
に
過
ぎ
ず
、
同
じ
く
五
〇
人
を
仮
賜
さ
れ
た
藤
原
不
比
等
は
二
階
級
下
の
直
広
弐
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
に
遡
る
持
統
五
年
八
月
に
は
、
一
八
氏
に
対
し
て
「
其
祖
等
墓
記
」
の
上
進
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
一
八
氏
に
石
上
氏
も
含
ま
れ
て
お
り
、『
日
本
書
紀
』
の
物
部
氏
関
係
の
記
事
に
は
、
こ
の
「
墓
記
」
に
基
づ
い
た
も
の
が
12
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
（
２８
）。
石
上
氏
の
「
墓
記
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
麻
呂
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
、『
日
本
書
紀
』
の
麻
呂
関
係
記
事
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
事
実
が
淡
々
と
叙
述
さ
れ
た
記
事
で
あ
り
、
と
く
に
麻
呂
を
顕
彰
す
る
よ
う
な
方
向
で
の
潤
色
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で

は
、
壬
申
紀
の
性
格
も
あ
り
、
麻
呂
が
自
身
に
つ
い
て
潤
色
を
加
え
う
る
唯
一
の
記
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
の
後
の
麻
呂
の
経
歴
を
簡
単
に
た
ど
っ
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
十
月
、
筑
紫

領
に
任
命
さ
れ
る
。
時
に
直
大
壱
（
正
四
位
上
相
当
）。
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
三
月
、
正
正
三
位
に
叙
位
。
中
納
言
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
中
納
言
か
ら
大
納
言
に
任
命
さ
れ
る
。
七
月
、
丹
比
（
多
治
比
）
嶋
の
弔
賻
使
と
な
る
。
大
宝
二
年
八
月
、
大
宰
帥
を
兼
ね
る
。
大
宝
三
年
閏
四
月
、
阿
倍
御
主
人
の
弔
賻
使
と
な
る
。
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
正
月
、
右
大
臣
に
任
命
さ
れ
（
時
に
従
二
位
）
封
二
一
七
〇
戸
を
賜
わ
る
。
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
正
月
、
正
二
位
に
叙
位
。
三
月
、
左
大
臣
に
任
命
さ
れ
る
。
和
銅
三
年
三
月
、
平
城
京
遷
都
に
よ
り
、
藤
原
京
の
留
守
官
と
な
る
。
養
老
元
年
（
七
一
七
）
三
月
、
薨
去
。
麻
呂
は
、
大
宝
三
年
閏
四
月
に
阿
倍
御
主
人
が
死
去
し
て
か
ら
は
、
一
四
年
間
に
わ
た
っ
て
太
政
官
の
首
座
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
大
宝
二
年
正
月
か
ら
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
七
月
ま
で
は
、
刑
部
親
王
と
そ
れ
に
次
い
で
穂
積
親
王
が
「
知
太
政
官
事
」
の
地
位
に
あ
り
、
両
親
王
が
太
政
官
を
統
括
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
霊
亀
元
年
七
月
の
穂
積
親
王
の
死
後
は
、
藤
原
不
比
等
が
実
質
的
に
中
心
に
あ
っ
た
と
み
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
麻
呂
が
、
何
ら
実
権
を
持
た
な
い
存
在
で
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
難
い
。
和
銅
七
年
二
月
に
は
、
紀
清
人
と
三
宅
藤
麻
呂
に
国
史
を
撰
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
養
老
四
年
五
月
完
成
の
舎
人
親
王
を
中
心
と
し
た
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
事
業
に
関
わ
る
措
置
と
み
る
の
が
普
通
で
あ
る
（
２９
）。
こ
の
時
は
、
穂
積
親
王
が
「
知
太
政
官
事
」、
麻
呂
が
左
大
臣
、
藤
原
不
比
等
が
右
大
臣
で
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
に
は
、
不
比
等
だ
け
で
は
な
く
麻
呂
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
み
て
、
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。
不
比
等
と
麻
呂
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
と
し
13
て
、
麻
呂
が
藤
原
京
の
留
守
官
に
な
っ
た
こ
と
を
、
不
比
等
に
よ
り
政
権
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
も
の
と
す
る
見
方
も
あ
れ
ば
（
３０
）、
両
者
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
（
３１
）。
八
世
紀
は
じ
め
の
政
治
史
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
、
麻
呂
の
存
在
に
つ
い
て
は
過
小
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
先
に
引
用
し
た
麻
呂
の
薨
伝
に
よ
れ
ば
、
麻
呂
の
父
の
宇
麻
乃
は
「
難
波
朝
衛
部
大
華
上
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
が
、「
大
華
上
」（
正
四
位
相
当
）
と
い
う
の
は
、
野
田
嶺
志
氏
が
説
か
れ
る
と
お
り
、
粉
飾
の
可
能
性
が
高
い
（
３２
）。
壬
申
の
乱
で
敵
側
に
つ
い
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
麻
呂
に
と
っ
て
は
、
そ
の
出
自
を
高
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
日
本
書
紀
』
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
が
、
他
の
氏
族
と
は
異
な
る
始
祖
伝
承
に
な
っ
て
い
る
理
由
も
、
物
部
氏
が
と
く
に
強
大
で
あ
っ
た
時
期
に
作
成
さ
れ
た
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
は
じ
め
敵
対
す
る
側
に
あ
っ
て
の
ち
に
帰
順
す
る
と
い
う
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
あ
り
方
は
、
麻
呂
の
経
歴
と
重
な
る
も
の
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
注（１
）
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
八
年
）。
の
ち
、『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）。
（
２
）
松
田
章
一
「
古
事
記
に
お
け
る
物
部
伝
承
の
考
察
」（『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
』
文
学
篇
一
〇
、
一
九
六
二
年
）。
（
３
）
吉
井
巌
「
火
明
命
」（『
大
阪
経
済
大
学
論
集
』
五
四
、
一
九
六
六
年
）。
の
ち
、
同
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』（
塙
書
房
、
一
九
六
七
年
）
に
収
録
。
（
４
）
直
木
孝
次
郎
「
物
部
連
と
物
部
」（
同
『
日
本
古
代
兵
制
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
）。
（
５
）
宇
野
幸
雄
「
物
部
氏
に
つ
い
て
―
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
降
臨
神
話
を
中
心
に
―
」（
肥
後
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
民
俗
社
会
史
研
究
』
弘
文
堂
、
一
九
六
九
年
）。
（
６
）
横
田
健
一
「
神
武
紀
の
史
料
的
性
格
」（『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
同
記
念
事
業
会
、
一
九
七
〇
年
）。
の
ち
、
同
『
日
本
書
紀
成
立
論
序
説
』（
塙
書
房
、
一
九
八
四
年
）
に
収
録
。
（
７
）
志
田
諄
一
『
古
代
氏
族
の
性
格
と
伝
承
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
一
年
）
第
三
章
二
「
物
部
連
」。
な
お
、
畑
井
弘
『
物
部
氏
の
伝
承
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
か
ら
構
想
さ
れ
た
と
す
る
。
（
８
）
長
家
理
行
「
物
部
氏
族
伝
承
成
立
の
背
景
」（『
龍
谷
史
壇
』
八
一
・
八
二
、
一
九
八
三
年
）。
（
９
）
松
前
健
「
石
上
神
宮
の
祭
神
と
そ
の
祭
祀
伝
承
の
変
遷
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
７
、
一
九
八
五
年
）。
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（
１０
）
泉
谷
康
夫
「
物
部
氏
と
宗
教
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
一
六
、
一
九
八
七
年
）。
の
ち
、
同
『
記
紀
神
話
伝
承
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
に
収
録
。
（
１１
）
黛
弘
道
「
降
臨
と
東
遷
―
大
王
家
・
物
部
氏
と
海
人
―
」（『
国
史
学
』
一
三
四
、
一
九
八
八
年
）。
の
ち
、
同
『
物
部
・
蘇
我
氏
と
古
代
王
権
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
に
「
物
部
氏
と
大
王
家
の
降
臨
伝
承
」
と
改
題
し
て
収
録
。
（
１２
）
松
尾
光
「
物
部
氏
の
研
究
―
饒
速
日
命
の
降
臨
伝
承
と
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
謎
―
」（『
別
冊
歴
史
読
本
』
二
七
―
一
七
、
二
〇
〇
二
年
）。
の
ち
、
同
『
古
代
の
豪
族
と
社
会
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
に
「
物
部
氏
と
『
先
代
旧
事
本
紀
』」
と
改
題
し
て
収
録
。
（
１３
）
野
田
嶺
志
「
物
部
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
史
林
』
五
一
―
二
、
一
九
六
八
年
）、
亀
井
輝
一
郎
「
祭
祀
服
属
儀
礼
と
物
部
連
」
（
直
木
孝
次
郎
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
古
代
史
論
集
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
も
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
を
と
く
に
取
り
あ
げ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
記
紀
の
物
部
氏
伝
承
の
成
立
に
石
上
麻
呂
の
関
与
を
重
視
す
る
。
（
１４
）
津
田
左
右
吉
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
一
巻
、（
前
掲
）
二
八
九
頁
。
（
１５
）
吉
井
巌
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』（
前
掲
）
一
四
六
頁
。
（
１６
）
直
木
孝
次
郎
『
日
本
古
代
兵
制
史
の
研
究
』（
前
掲
）
一
三
七
〜
八
頁
。
（
１７
）
横
田
健
一
『
日
本
書
紀
成
立
論
序
説
』（
前
掲
）
一
二
一
頁
。
（
１８
）
坂
本
太
郎
「
纂
記
と
日
本
書
紀
」（『
史
学
雑
誌
』
五
六
―
七
、
一
九
四
六
年
）。
の
ち
、
同
『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
』
上
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
）、
さ
ら
に
、
坂
本
太
郎
著
作
集
第
二
巻
『
古
事
記
と
日
本
書
紀
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
に
収
録
。
阿
部
武
彦
「
先
代
旧
事
本
紀
」（
坂
本
太
郎
・
黒
板
昌
夫
編
『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）、
な
ど
参
照
。
（
１９
）
安
井
良
三
「
物
部
氏
と
仏
教
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
三
、
一
九
六
八
年
）。
黒
田
達
也
「『
崇
仏
論
争
』
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（『
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
一
五
、
一
九
八
一
年
）。
の
ち
、
同
『
朝
鮮
・
中
国
と
日
本
古
代
大
臣
制
』（
京
都
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
に
「『
崇
仏
論
争
』
を
め
ぐ
っ
て
」
と
改
題
し
て
収
録
。
加
藤
謙
吉
『
蘇
我
氏
と
大
和
王
権
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）。
北
條
勝
貴
「
祟
・
病
・
仏
神
―
『
日
本
書
紀
』
崇
仏
論
争
と
『
法
苑
珠
林
』
―
」（
あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会
編
『
王
権
と
信
仰
の
古
代
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
な
ど
参
照
。
（
２０
）
溝
口
睦
子
『
日
本
古
代
氏
族
系
譜
の
成
立
』（
学
校
法
人
学
習
院
、
一
九
八
二
年
）。
同
「
系
譜
論
か
ら
み
た
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
文
」（『
十
文
字
国
文
』
九
、
二
〇
〇
三
年
）。
（
２１
）
川
崎
庸
之
『
天
武
天
皇
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
）。
（
２２
）

の
「
物
部
連
麻
呂
」
と

の
「
物
部
麻
呂
朝
臣
」
を
同
一
人
と
し
て
、
そ
れ
は
石
上
麻
呂
と
は
別
人
と
す
る
説
も
あ
る
（
畑
井
弘
『
物
部
氏
の
伝
承
』
前
掲
）
が
、
従
え
な
い
。
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（
２３
）
百
済
救
援
軍
の
後
将
軍
と
し
て
物
部
連
熊
の
名
も
み
え
る
が
、
榎
井
連
の
一
族
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
（
２４
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
四
二
三
頁
、
頭
注
二
八
。
（
２５
）
野
田
嶺
志
「
物
部
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
前
掲
）
一
八
頁
。
（
２６
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
（
前
掲
）
五
〇
〇
頁
、
頭
注
六
。
（
２７
）
同
右
、
頭
注
一
四
。
た
だ
し
、
物
部
氏
が
大
楯
を
た
て
る
と
い
う
行
為
は
、
こ
の
時
に
は
じ
ま
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
行
為
そ
の
も
の
が
伝
統
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
（
２８
）
坂
本
太
郎
「
纂
記
と
日
本
書
紀
」（
前
掲
）。
（
２９
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
四
三
一
〜
二
頁
、
補
注
６
―
三
九
、
参
照
。
（
３０
）
上
田
正
昭
『
藤
原
不
比
等
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
）。
（
３１
）
木
本
好
信
「
奈
良
時
代
の
藤
原
氏
と
石
上
氏
」（『
政
治
経
済
史
学
』
四
三
八
・
四
三
九
、
二
〇
〇
三
年
）。
の
ち
、
同
『
奈
良
時
代
の
藤
原
氏
と
諸
氏
族
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
四
年
）
に
、「
藤
原
不
比
等
・
広
嗣
・
良
継
と
石
上
氏
」
と
改
題
し
て
収
録
。
（
３２
）
野
田
嶺
志
「
物
部
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
前
掲
）
二
二
〜
三
頁
。
16
